
新型コロナウィルス感染状況のデータの可視化
（分析前後のJMPトリビアの応用例）

（2020-JA-60MT-19）

SAS Institute Japan株式会社
大井 英生



ご協力のお願い

▪ Discovery Summit Japan 2020に、ご参加いただき
ありがとうございます。

▪ ご視聴いただきました発表動画へのご質問やコメント、
または詳しい内容を聞いてみたい、発表者へコンタクト
したいなどございましたら、Summit終了後にお送りする
アンケートへの記入をお願いいたします。



デモの概要

▪ WebExセミナー「分析前後のJMPトリビア」で紹介した
機能を用いて、新型コロナウィルス感染の状況をグラ
フにしていきます。

▪ 第一波のデータで作成したグラフを、第二波のデータ
を加えて更新します。

▪ それらのグラフをJMP Public/JMP Liveに発行して、JMP
を持っていない人でも共有・参照できるようにします。
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ファイルの読み込み

インターネットのWebページから



• 「東洋経済オンライン」からのデータを使用しています。

• https://toyokeizai.net/sp/visual/tko/covid19/

データの出所元

https://toyokeizai.net/sp/visual/tko/covid19/


Rawテキスト表示

Webページからの読み込み

JMPのデータテーブル

テーブル表示

URLをコピー＆ペースト

URLをコピー＆ペースト

テーブルを選択

メニューバー［ファイル］
－［インターネットから開く］
－［Webページ…］
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データテーブルの操作



尺度の確認・変更

名義尺度 連続尺度
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データテーブルの操作

列の新規作成・計算式・表示形式



列の新規作成・計算式・表示形式

任意の名前の入力

計算式エディタ
関数の選択

引数の割り当て

表示形式の変更

①

②
③

一つに束ねた日付列
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データテーブルの操作

列の分割・積み重ね



列の分割

②
2~3都県

47都道府県

各項目47都道府県ごと
の列に分割



列の積み重ね

項目ごとのテーブル
（47都道府県／日）

項目ごとに実行

新しい列名
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データテーブルの操作

再コード化（スクリプト）



再コード化（スクリプトとして適用）
項目名を除いた
都道府県だけに
再コード化

テーブルを選択して実行

①赤三角ボタン
から選択

③スクリプト
ウィンドウへ

②プルダウンから選択

④コマンドを修正
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データテーブルの操作

クエリーによる結合



クエリーによるテーブルの結合

③対応列の
確認・編集

②副テーブル
の割り当て

④読み込む列の追加

①主テーブルから

⑤プレビューの確認

⑥

YMDと都道府県を対応させた
テーブルの結合
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グラフの作成

グラフビルダー・計算式列の新規作成
ローカルデータフィルタ



グラフビルダーによるグラフの作成（１）

③棒グラフに変更

②グループ変数（都道府県）
を重ね合わせに割り当て

④他の項目（検査人
数）をY軸下側に追加

①日付（YMD)をX軸、評価項目
（陽性判明数）をY軸に割り当て

都道府県を積み重ねた累積数の棒グラフ

③’棒のスタ
イルを変更

グラフが作成できたら、
スクリプトとして保存しておく



計算式列の新規作成（１）

②計算式列が新規作成される

④列名を修正

①対象列の上で右クリック、
新規作成する計算式を選択

⑥

前日との差を取った（新規数）の
計算式列を新規作成

③計算式エディタを開き

③’パラメータを修正



計算式列の新規作成（２）

②計算式列が新規作成される

①対象列の上で右クリック、
新規作成する計算式を選択

⑥

週単位を示す計算式列
を新規作成



グラフビルダーによるグラフの作成（２）
③棒グラフに変更

②グループ変数（都道府県）
を重ね合わせに割り当て

①日付（YMD)をX軸、評価項目（新規数の列）をY軸に割り当て

都道府県を積み重ねた週単位の新規数の棒グラフ

都道府県を積み重ねた日々の新規数の棒グラフ

①’ X軸を週単位の列に差し替え

④要約統計量を変更

③棒のスタ
イルを変更

⑤縦軸を調整

グラフが作成できたら、
スクリプトとして保存しておく



グラフビルダーによるグラフの作成（３）

①週単位の列をX軸、評価項目（週単位新規数）をY軸に割り当て 都道府県ごとの週単位の新規数の平滑線グラフ

④点をずらすを
「なし」に変更

⑤［終了］して赤三角ボタンから
ローカルデータフィルタを追加

③点と平滑線
②グループ変数（都道府県）
を重ね合わせに割り当て

要約統計量の計算式列
が新規作成される

グラフが作成できたら、
スクリプトとして保存しておく



グラフビルダーによるグラフの作成（４）

地図シェープに週単位の新規数を示したグラフ

③［終了］して赤三角ボタンから
ローカルデータフィルタを追加

②評価項目（週単位の新規数）
の列を「色」に割り当て

①都道府県の列
を地図シェープに
割り当て

グラフが作成できたら、
スクリプトとして保存しておく
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JMP Publicへの発行



JMP Publicへの発行（１）
①メニューバーから［ファイル］－［発行…］

②発行するレポートに
チェックを入れて選択

③プルダウンメニュー
から発行先を選択

④JMP Liveにサインイン
（JMP PublicにはSASユーザー
プロファイルでサインイン）

分析レポート・グラフを作成



JMP Publicへの発行（２）
Webレポートのタイトル
の入力は必須

まず自分のみで発行
（発行後でも変更できる）

他のタイトルや説明は発行後
でも入力・修正できる



JMP Publicへの発行（３）
ブラウザー上でJMP Liveにサインイン
（JMP PublicにはSASユーザープロファイル
でサインイン）

クリックしてグラフを表示
（ローカルデータフィルタや列ス
イッチャーの機能も含まれる）
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データとグラフの更新

データテーブルの連結
スクリプトによるグラフ作成



データテーブルの連結

追加のデータテーブル
（第２波のデータ）

グラフを作成してきたデータテーブル
（第１波のデータ）

連結したデータにも
計算式が適用される

列をそろえて連結したデータテーブル



スクリプトによるグラフの作成
累積グラフ

新規数グラフ

新規数（週合計）グラフ

新規数推移グラフ

地図シェープグラフ

継承したスクリプト
を実行
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JMP Publicへの発行

レポートへの置換・その他の機能



JMP Publicのレポートの置換（１）
Webレポートのタイトル
の入力は必須

まず自分のみ
（発行後でも変更できる）

他のタイトルや説明は発行後
でも入力・修正できる

発行済みの置換するレポートを選択



JMP Publicのレポートの置換（２）

以前に発行したレポートが置換される

クリックしてグラフを表示
（ローカルデータフィルタや列ス
イッチャーの機能も含まれる）



JMP Public/JMP Liveに発行されたレポートの機能

Detail

データテーブル
のダウンロード スクリプト

のダウンロード

Edit

サムネイル画像
の差し替え リンクのコピー＆

ペースト

JMPを持っていれば分析を
再現・独自に分析できる

タイトルの修正

説明の追加・修正 https://public.jmp.com/packag

es/%E6%96%B0%E8%A6%8
F%E6%95%B0%EF%BC%88

%E9%80%B1%E5%90%88%
E8%A8%88%EF%BC%89%

E3%82%B0%E3%83%A9%E
3%83%95/js-

p/7Wwx61bTNWYmMWXz2H
2gS-3

メールに貼り付けて参照して
ほしい人に送付
→リンク先を参照してもらう
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まとめ



まとめ

▪ JMPを使えば分析やグラフの作成はすぐにできます。

▪ それに比べて、分析前後の操作（データテーブルの
読み込みや操作／分析レポートの保存や共有など）
の方が時間と手間が掛かります。

▪ 今回のようなJMPトリビアを使いこなせば、業務効率
を改善することができます。
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ご清聴ありがとうございました


